
 

 

地震動の増幅特性の評価に関する研究＜合理的な地震動評価のために＞ 
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地震は地下深くで発生し，地表に到達します．地中の長い距離を伝播する過程で

減衰が生じますが，同時に，地下の地盤構造が均質でないために増幅が生じます．

この地点毎の増幅特性（サイト増幅特性）をきちんと評価して設計地震動に反映す

ることが，合理的な耐震設計を行ううえで非常に重要といえます（「構造物の設計

地震動の現状＜地震動の設定は合理的か＞」を参照ください）． 

ただしサイト増幅特性は非常に複雑なもので，現状では地震記録の解析により評

価するのが最も精度の高い方法といえます 1)．しかし，いかなる場合でも強震記録が

無ければ設計地震動が設定できないと言い切ってしまうのも問題があるでしょう．

何か方法はないものでしょうか． 

まず，検討地点の近傍の強震観測地点のサイト増幅特性を用いることはできない

のでしょうか．図１は三河湾付近の３地点のサイト増幅特性を比較したものです 2)．

３地点のサイト増幅特性は大きく異なっています．サイト増幅特性のピークのうち，

周波数の最も低い箇所に着目してください．MIKAWA-G の 1Hz のピークは，地盤や構

造物の耐震性に影響の大きい大域の地震動が強く増幅されることを意味しています．

他地点との違いが大きく，近傍地点のサイト増幅特性を，対象地点のサイト増幅特

性と見なすことはできないようです． 

サイト増幅特性は地盤の堆積環境に大きく依存します．それでは，地盤の深度方

向のデータがあれば大丈夫なのでしょうか？まず注意頂きたいのは，サイト増幅特

性には深層地盤構造の影響が大きいということです．通常ボーリングデータ等があ

る表層地盤（深層・表層については，「地震動の評価＜場所により揺れ方が変わる

のはなぜか？＞を参照ください）では全く評価できません．次に，仮に地下数百～

数キロメートルの地盤構造が正確に分かっていても（そういう地点はごく限られて

います），それだけではサイト増幅特性を正確に評価できません．これは，深層地

盤構造が盆地構造を成していたり，地震動が斜め入射したりすることで複雑な増幅

特性を示すためです（図２）． 

このため，常時微動観測を用いてサイト増幅特性を補正する方法などを提案して

きましたが，最近の私たちの研究グループでは，解析でサイト増幅特性を精度良く

評価する方法の開発に取り組んでいます．３次元の深層地盤構造をモデル化して地

震応答解析を行うことでサイト増幅特性を評価したり，１次元の地盤構造による結

果と統計解析結果を組み合わせてサイト増幅特性の評価を行う方法などの研究を行

っています（図３）．任意の地点のサイト増幅特性を精度良く評価する方法を開発

することで，地震動の合理化を目指します． 

参考文献：1)野津・長尾：スペクトルインバージョンに基づく全国の港湾等におけ

るサイト増幅特性，港空研資料 No.1112，2005，2) 長尾他：深層地盤構造を考慮し

た臨海部のゾーニング手法に関する研究，海洋開発論文集，第 21 巻，2005 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 

表層地盤構造では全く説明できない（上図左）．深層地盤情報が正確に分か

っていてもサイト増幅特性は評価できない（上図右）！複雑な地盤構造に地震

動が斜め入射するためで（下図右），単純なモデル（下図左）は使えない． 
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場所は近いのに，サイト増幅特性は大きく違う！３地点のうち MIKAWA-G は

構造物に影響の強い１Hz 程度の地震動が強く増幅される地点といえる． 
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３次元の深層地盤構造をモデル化した地震応答解析や，１次元の地盤構造

による結果と統計解析結果を組み合わせることなどで，任意の地点のサイ

ト増幅特性を評価する手法の開発を行っています． 
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